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令和＿立見年度 国外派遣研究員として実施しました研究について、 下記のとおり報告

いたします。

記

1 派遣期間 （期間延長のある場合は含めて下さい）

···＿ー―-金和．．元．＿＿＿桐．10月．．ー・・1且．―-から．二詞．翌生．—＿9ー一見．隙且．忠r.-•--•…………………•---•ー・

---．．．．寒陛烈淵乱旦 ．ー・全和元年----9月----_1_1且＿＿＿ー」司帰国且．．倉和..3年．．．＿9月----9且．．ー一●●●—--•-•--••--•

2 受入先研究機関など
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3 研究目的

-------「民班訴訟．毛続．．＿＿非訟甕1生手続．の．手続連携i計関主な＿＿＿比較怯的．手諾．を＿ご＿視覚＿と．．し盆．＿＿基盤

的研究」ー ー一ーとの研究課題のぶと．、＿且杢り民事垂続痣制が圧倒的な影響を受けた麗法点もいう互 ．

きE1．叉法監匹弘愚種．空鴫間腔．手続連携麟．り友に叫立考究晶．ぶ？芯．、主党国に ．

担枕歪異種腔．毛続間．の連携に関連する諸課題．に主点に文解釈諭上．咬貢献．をオゑこ点を且的と．．
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